
勝中生徒� (女子� )の水泳風景� ;

昼谷崎上流の
勝中水泳場所� j 

s 

し
か
し
、
楽
し
い
水
遊
び
ゃ
水
泳
も
ひ
と
つ
ま
ち
が
え
る
と
悲
し
い
事
故
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
昨
年
中
、
こ
う
し
た
子
ど
も
(
十
五
オ
以
下
)
は
県
下
で
三
十
八
人
。
う
ち
三
十

一
人
ま
で
が
尊
い
生
命
を
失
い
、
昨
年
交
通
事
故
で
な
く
な
っ
た
-
子
ど
も
(
十
三
人
)
の

お
よ
そ
二
・
五
倍
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
防
ぐ
た
め
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
水
泳
は
必
ず
学
校
の
指
定
水
域
で
(
指
定
水
域
以
外
は
危
険
で
す
か
ら
絶
対
に
泳
が
せ

な
い
)

。
子
ど
も
ひ
と
り
で
水
泳
や
魚
つ
り
は
い
か
せ
な
い
。
必
ず
お
と
な
が
同
伴
、
目
を
離
さ

な
い
よ
う
に
す
る
。

児
童
生
徒
は
泳
ぐ
ま
え
に
学
校
か
ら
も
ら
っ
た
水
泳
の
心
得
や
許
可
、
期
間
、
指
定
水

域
な
ど
の
注
意
書
を
よ
く
守
り
水
難
事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
を
過
し
ま
し
ょ
う
。

一
流
一

…
下

一

一
僑

一
山
=
一

一
今
づ

一

-
(
式

守

-
所
章
一

一
場
児
一

日
定
ぐ
一

一
指
ゃ
一

一
泳
し
一

一
水
は
一

一
小
で
一

一
生
一

胡申・+‘‘，‘+‘+・+・+‘4・・‘‘，‘.+‘，� .A・+‘+‘+・+4・+‘+‘+・44

一

暑

中

お

見

舞

い

一

一

申

し

上

げ

ま

す

…

一

暑
さ
こ
と
の
ほ
か
き
び
し
い
毎
日
で
す
が
、
町
民
の
み

一

一
な
さ
ん
に
は
お
元
気
で
お
す
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
心
か
ら
�
 -

一
お
見
舞
い

申

し

上

げ

ま

す

。

一

一

夏

は

、

海

へ
、
山
へ
、

川

へ
と
、
自
然
に
親
し
み
か
ら
一

一
だ
を
鍛
え
る
季
節
で
す
が
、
山
や
水
の
事
故
、
ま
た
伝
染
…

…
病
や
、
暑
さ
の
た
め
に
交
通
事
故
が
ふ
え
る
な
ど
、
危
険
一

…
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

町

一
み
ん
な
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
協
力
し
合

っ
て
、
こ
の

一

…
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
快
適
な
夏
を
お
す
ご
し
く
…

一

だ

さ

い
。
�
 

…

…

昭

和

四

十

六

年

盛

夏

…

…

勝

浦

町

長

堺

福

一

一

…

助

役

小

西

兵

二

…

…

収

入

役

仲

野

英

正

…

ほ
か
職
員
一
同
一

9-‘， 
.... ‘‘，.‘I+‘+‘.‘，‘+‘+‘+・� 0
・+・+・44+・+o+令+伊

町民の動き� 
世帯数 1，936 f男� 4218 
人口 8，539 ¥女 4，321

，

.-【

日発行5 

男
�
 7

4
ロ
日

生
亡
入
出

出
死
転
転
�
 

女 計

発行所� 徳島県勝浦郡勝浦町

こ
れ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
い
水
の
季
節
で
寸
。
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子どもを水の事故から守ろう
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カ為 つ

盈主

昭和� 46年� 8月� 5日 フ ら 第14号 (2) 

勝
浦
町
議
会
の

構

成

き

ま

る

間

議

長岡

本

西
浜
勝
己
、岡

敬

二

、

刷

機

長

若

木

去
る
七
月
十
日
開
会
め
町
議
会
に


お
い
て
識
長
に
岡
本
照
男
氏
、
副


議
長
に
は
若
木
雄
氏
が
そ
れ
ぞ


れ
選
任
さ
れ
た
。


な
お
、
常
任
委
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り


。

総

務

。

印

委

員

長


。
佐
藤
#
治
、
平
阿
武
、
高
橋

坂
口
貞
雄
、
山
路
保
義


。
厚

生


。

岡

敬

二
、
平
忠
、
滝
口
良

一


岡
本
照
男


。
産
業
経
済


。
坪
内
正
太
郎
、
味
問
喜
久
雄


古
井
治
、
小
関
武
夫
、
若
木

議 肇 男

i- 。
建

設

。
大
井
供
、
西
浜
勝
己
、
中
西
晴
美

山
本
圭

一

。
監
査
委
員

中
西
附
尖

。
勝
浦
川
総
合
開
発
特
別
委
員
会

。
大
井
儀
、
山
本
圭
一
、
中
西
哨
美

休
耕
回
の
実
施
計
画
書
未
提
出
の

方
は
至
急
申
請
を
?

昭
和
四
十
六
年
度
勝
浦
町
の
米
生

が
交
付
さ

れ

ま

す

。

産

業

課

度
調
整
自
楳
数
量
は
九
十
三
ト
ン、

目
標
面
積
は
二
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル、

事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量
六
五

・
七

六

0
ト
ン
(
一
、 

九
六
俵
)
配
分
さ

れ
ま
し
た
。
米
生
産
農
家
の
ご
協
力

に
よ
り
一
五
五
ト
ン
調
盤
、
目
標
数

量
を
は
る
か
に
う
わ
ま
わ
り
一
六
六

パ
ー
セ
ン
ト
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
部
落
別
調
盤
数
量
は
次
表
の

通
り
で
す
。

町
は
確
認
事
務
を
知
事
か
ら
委
託
さ

れ
町
い
ま
す
の
で
路
家
か
ら
提
出
さ

れ
た
山
崎
業
者
別
米
生
産
調
艶
笑
施
計

画
替
の
確
認
を
昭
和
四
十
六
年
度
米

O

産
業
課
貝
に
よ
る
米
の
栽
培
を
休
ん
だ

水
田
の
調
査
風
景

昭和46年度米生産調整部落別調整数量および貫入限度数量配分表

部落 名

j百 江� 

石 原� 

持ト 谷� 

山 西� 
メ寸会、 山� 
塁 王山『� 

中 角� 

昭和�  44年度
作付面積

1，826.14a 

2，077.24 

1，050.27 

758.04 

2，077.17 

242.11 

2，170.23 

昭和42府、43、44年
平均政 異人数量

22，920 kg 

30，820 

7.260 

5，360 

16，360 

1 . 160 

19，440 

昭和�  46年度
生産調整数量

9，580 kg 

13 ，240 

4，690 

3，670 

10.890 

840 

12，550 

向調整面積

297 a 

367 

136 

100 

304 

27 

327 

同政度府数買入
限量

14，400kg 

18，300 

2，640 

2，340 

6，780 

540 

8，040 

本年度実施 計
画 申 請 面 積 �  

297.65a 

313.07 

171 .64 

171.21 

487.76 

84.92 

362.53 

同戸数

26 

2 1 

1 6 

1 5 

38 

7 

29 

星 谷� 

生 名� 

久 国� 

棚 野� 

立� )11 

1，957.09 

2，469.25 

1，294.13 

1，094.16 

679.27 

6，460 

9，280 

4，160 

4.460 

780 

6，310 

7，980 

4，390 

4，240 

1，360 

189 

227 

124 

113 

50 

2，460 

4，260 

1，380 

1，500 

300 

217.76 

314.00 

149.68 

143.61 

159.56 

23 

27 

12 

1 2 

1 2 

中 山� 

横 海R 
与 川 内� 

ま反: 本� 

計� 

1，405.26 

l.326.03 

924.21 

2，031.12 

23，388.02 

1，700 

2，520 

740 

2，680 

136，100 

3，250 

3，770 

1，950 

4.290 

93.000 

103 

111 

65 

152 

2，692 

420 

900 

240 

1，260 

65，760 

(1，096俵)

390.69 

301.61 

233.83 

662.84 

4.462.36 

36 

21 

20 

64 

379 

」

昧
間
喜
久
雄

「部落別の米生産一一

」一調整数量決ま る」
高

橋

昭

生
産
調
蜂
お
よ
び
稲
作
転
換
対
策
確

認
要
領
(
徳
島
県
)
に
よ
っ
て
七
月

十
五
日
よ
り
現
地
見
回
り
休
耕
田
を

確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
米
生
産
調
整
し
実
地

計
必
替
の
申
簡
を
し
て
な
い
生
産
者

は
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
現
地
確

認
を
し
適
格
で
あ
れ
ば
奨
励
補
助
金

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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買
っ
た
と
き

土
地
や
家
屋
な
ど
を 

(3) 

品¥

戸¥

役
場
の
仕
事
紹
介 

議
会
事
務
局

3

識
決
に
よ
り
町
の
行
財
政
の
調

持
っ
て
い
る
と
き

査
研
究
を
す
る
こ
と
。 

毎
年
一
月
一
日
現
在

4

議
会
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

な
ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

他
に
、
町
の
監
査
事
務
局
の
し
ご
と

も
兼
ね
て
お
り
ま
す
。

本
年
一
月
よ
り
役
場
の
し
ご
と
に

つ
い
て
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
回
を
も
っ
て
終
ら
し
て
い
た
だ
き

昭
和
四
十

Hま

す

。

住

民

課

広

報

係

一
年
四
月
八
日
以
前
に
買
っ
た
り
、

l

)
l

議
会
事
務
局
の
し
ご
と
は
、
直
接

町
の
行
政
に
は
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
町
議
会
議
員
は
、
住
民

に
か
わ
っ
て
四
カ
年
の
任
期
中
に
住

民
の
代
弁
者
と
し
て
、
ま
た
、
住
民

の
意
思
の
決
定
機
関
の
代
表
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

誠
会
活
動
の
庶
務
を
担
当
し
て
お
り

ま
す
か
ら
、
住
民
の
代
表
で
あ
る
町

議
会
報
員
き
ん
と
直
接
的
関
係
が
あ

り
ま
す
の
で
、
や
は
り
住
民
の
方
と

も
、
つ
な
が
り
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
議
会
事
務
局
は
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
町
の
条
例
に
よ
っ
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
の
職
員

は
次
の
二
名
で
あ
り
ま
す
。

事

務

局

長

平

山

麓

主

事

補

大

岡

恵

子

お
も
な
し
ご
と
を
例
示
し
ま
す
と

-
議
会
の
会
議
録
を
調
獲
す
る
こ

と
2

委
員
会
活
動
の
記
録
を
す
る
こ

ル」

住
宅
と

税

金

マ
イ
ホ
ー
ム
の
夢
は
だ
れ
で
も
持

っ
て
い
ま
す
が
、
家
屋
や
土
地
に
関

係
の
あ
る
税
金
に
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

固
定
資
産
税

売
っ
た
と

8

所
得
税
(
譲
渡
所
得 

談会事務局職員の執事風景

る
税
金
で
、
標
単
税
率
は
、
固
定

資
産
税
の
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
価
格
の
三
%
で
す
。(

県
税
)

で
土
地
や
家
屋
な
ど
を
持
っ
て
い

る
人
に
か
か
る
税
金
で
、
標
準
税

率
は
固
定
資
産
課
税
標
準
額
に
対

し
て
、
一
・
四
%
で
す
。(市

町
村
税
)

%
の
税
率
で
す
。

(

国

相
続
し
た
り
も
ら
っ
た
と
き

そ
れ
以
後
の
場
合
は
、
最
低
四
O

建
て
た
も
の
の
場
合
は
一
O
%
、税

)

相
続
税

1
土
地
や
家
屋
を
相
続
し
た

り
、
遺
贈
さ
れ
た
人
に
か
か
る
税

一
O
%
か
ら
七
O

%
ま
で
あ
り
ま
す
。
(
国
税
)

贈
与
税 

土
地
や
家
屋
を
も
ら
っ
た

人
に
か
か
る
税
金
で
す
。
(
税
率

は
相
続
税
と
同
じ
で
す
。
)(国

税 
)

徳
島
税
務
署

M
H

青
少
年
保
護
者

育
成
協
議
会
結
成

与
川
旧
地
区

次
代
を
に
な
う
青
少
年
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

す
べ
て
の
町
民
の
願
い
で
す
。

金
町
で
強
力
な
健
全
育
成
を
す
す

砂
交
通
事
故
防
止
に

願
い
を
こ
め
て
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
町
内
か
ら
な

く
し
て
ほ
し
い
と
こ
の
ほ
ど
町
役
場

へ
広
報
車
が
贈
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
奇
特
な
人
は
、
勝
浦
町
大
字

沼
江
の
中
国
忠
夫
(
五
十
才
)
さ
ん
、

町
は
中
田
さ
ん
の
善
意
に
感
激
、
さ

っ
そ
く
車
体
に
交
通
安
全
推
進
協
議

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
た

び
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
与
川
内
地
区

に
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
区
を
あ
げ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
域
、
能
力
に
応
じ

た
実
践
活
動
を
行
な
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
会
員
は
百
二
十
余
名
で
、

社
会
環
境
の
浄
化
、
青
少
年
の
補
導

な
ど
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
す
す
め

ら
れ
ま
す
。

七
月
二
十
日
に
与
川
内
公
分
館
で


結
成
総
会
が
行
な
わ
れ
、
つ
ぎ
の
と


お
り
役
貝
が
決
ま
り
ま
し
た
。


会

長

栗

本

義

雄

副

会

長

官

向

山

進

阿

部

ヨ

リ

ヱ

今
後
町
内
数
カ
所
に
モ
デ
ル
地
区


を
指
定
し
て
、
全
町
的
な
運
動
に
も


り
上
げ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。


H

教
育
委
員
会

金
で
、
税
率
は

買
っ
て
登
記
を
す
る
と
き
に
か
か

る
税
金
で
す
。
(
国
税
)

買
入
れ
に
よ
る
所
有
権
移
転
の

場
合
は
不
動
産
価
額
の
五
%
の
税

O O
H
百
会

百
  

遺
贈
、
贈
与
に
よ
る
所
有
権
移

登
録
免
許
税 

転
の
場
合
は
二
・
五
%
の
税
額

。
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
の
場

合
は 
0
・
六
%
の
税
額

不
動
産
取
得
税 
H
H
土
地
や
家
屋
な
ど

の
不
動
産
を
買
っ
た
と
き
に
か
か

会
と
記
し
、
毎
月
十
五
日
の
交
通
安

全
日
は
も
と
よ
り
、
交
通
安
全
生
比

奈
、
横
瀬
分
会
も
中
国
さ
ん
の
意
を

体
し
て
全
町
民
に
交
通
安
全
と
事
故

絶
滅
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

夢
中
で
す
。
せ
っ
か
く
身
に
つ
け
た


交
通
ル 

ル
も
乱
れ
が
ち
で
す
。


ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
意
も
必
要
で
す


7
0小

松
島
響
察
署

横
瀬
巡
査
部
長
派
出
所

湯

浅

部

l

交
通
事
故
防
止
に

愛
の
ひ
と
こ
と
を

夏
休
み
で
子
ど
も
た
ち
は
遊
ぴ
に

が
、
家
庭
で
の
注
意
や
指
導
は
そ
れ

以
上
に
た
い
せ
つ
で
す
。
外
出
す
る

と
き
は
必
ず
交
通
安
全
の
「
愛
の
ひ

と
こ
と
」
を
お
忘
れ
な
く
、
痛
ま
し

い
子
ど
も
の
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し

ょ、
 

長
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そ
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「
同
和
問
題
に
正
し
い
理
解
を
」

近
ご
ろ
同
和
問
題
が
テ
レ
ビ
や
新

し
か
し
、
現
在
な
お
国
民
の
な
か
に

附
で
よ
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

は
、
こ
う
し
た
認
識
に
た
た
ず
誤
っ

が
、
勝
浦
広
報
に
お
い
て
も
こ
の
問

た
考
え
方
や
同
和
問
題
に
正
し
い
理

題
を
「
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
」
と
し

解
が
な
さ

凡
て
い
な
い
方
が
あ
る
よ

て
と
り
あ
げ
町
民
の
方
々
に
正
し
い

う
で
す
。

理
解
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

徳
川
幕
府
滅
亡
と
と
も
に
明
治
政

ま
す
。

府
は
身
分
制
度
を
廃
止
し
、
明
治
四

は
じ
め
に
、
「
シ
リ
ー
ズ
そ
の
①
」

年
に
太
政
官
布
告
第
六
十

一
号
に
よ

と
し
て
「
な
ぜ
同
和
対
策
が
必
要
で

っ
て
身
分
差
別
か
ら
解
放
す
る
意
図

あ
る
か
己
と
い
う
あ
ら
ま
し
を
述
べ

を
示
し
た
が
、
形
式
的
な
解
放
令
に
す

て
み
ま
す
。

ぎ
ず
、
現
実
の
社
会
関
係
に
お
け
る

日
本
の
国
が
誕
生
し
て
以
来
、
近

実
質
的
な
解
放
を
保
障
す
る
も
の
で

代
に
い
た
る
ま
で
の
歴
史
的
発
達
過

な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
も
名
目

程
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
身
分
階
層

に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
同
和
対
策
し
か

構
造
に
基
づ
く
差
別
に
よ
っ
て
同
和

実
施
し
な
か

っ
た
た
め
、
現
在
民
主

地
区
が
形
成
さ
れ
た

の
で
す
。
そ
の

主
義
国
家
と
呼
ば
れ
る
日
本
の
国
に
、

歴
史
を
た
ど

っ
て
み
る
と
、
特
に
安

い
ま
も
な
お
不
当
な
差
別
に
苦
し
む

土
・
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か

人
び
と
が
全
国
に
六
千
部
落
、

三
百

け
て
の
武
家
政
治
の
封
建
社
会
に
よ

万
人
も
い
る
わ
け
で
す
。

る
身
分
制
度
に
お
い
て
、
こ
の
地
域

日
本
国
憲
法
に
は
、
市
民
と
し
て

の
人
々
が
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会

の
権
利
と
自
由
が
何
人
に
も
保
障
さ

的
諸
条
件
を
規
制
さ
れ
一
定
地
域
に

れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
懲
法
の

定
着
し
て
居
住
さ
せ
ら
れ
、
最
下
級

市
民
的
権
利
・
基
本
的
人
権
に
関
係

の
身
分
と
し
て
お
か
れ
、
住
居
は
も

あ
る
条
項
を
あ
げ
て
み
る
と
、

と
よ
り
職
業
・
婚
姻
・
交
際
等
に
い

第
十

一
条
に
は
、
「
国
民
は
す
べ
て

た
る
ま
で
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面

の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ

で
き
び
し
い
差
別
扱
い
を
う
け
人
格

な
い
。
こ
の
憲
法
が
日
本
国
民
に
保

を
ふ
み
に
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

障
す
る
基
本
的
人
権
は
侵
す
こ
と
の

つ
ま
り
徳
川
幕
府
の
繁
栄
を
永
遠

で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
現
在

な
る
も
の
に
宇
る
た
め
の
政
策
と
し

お
よ
び
将
来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
る
己

て
同
和
地
区
を

つ
く
っ
た
わ
け
で
す
。

と
あ
り
、
第
十
四
条
に
も
「
:
:
:
法

¥ー

食
中
毒
と
は
、
細
菌
や
懇
い
物
質

の
着
い
て
い
る
食
品
を
食
べ
て
起
こ

る
病
気
で
す
。

食
中
毒
の
起
ニ
る
時
期

気
候
が
高
温
多
湿
で
菌
が
ふ
え
る

の
に
適
し
て
い
る
六
月

l
十
月
の
あ

い
だ
に
多
く
、
私
た
ち
の
か
ら
だ
が

夏
に
は
消
化
機
能
が
低
下
し
て
体
力

が
弱
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
、

八
月
に
は
ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
い
う

わ
け
で
す
。

食
中
毒
の
予
防
三
原
則
と
し
て
は
、

一
、
清
潔
、

二
、
迅
速
、

三
、
加
熱

冷
却
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一、

清

潔

闘

理

前

の
手
洗
い

食
器
、
ま
な
い
た
な
ど
の
調
理
器

具
を
熱
湯
や
日
光
で
消
毒
す
る
こ
と
。

ふ
き
ん
は
よ
く
洗

っ
て
乾
か
し
た
も

の
を
使
用
す
る
こ
と
。

指
に
傷
や
お
で
き
の
あ
る
人
は
指
サ

ッ
ク
を
つ
け
て
調
理
す
る
こ
と
。

食
品
が
ネ
ズ
ミ
や
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の

害
虫
に
汚
染
さ
れ
な
い
よ
う
、
保
存

に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を
配
る
こ
と
が
た

い
せ
つ
で
す
。

二

、

迅

速

生
の
食
品
材
料
は
で
き
る
だ
け
早

く
調
理
し
早
く
食
べ
る
こ
と
が
食
中

毒
予
防
の
重
大
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

食
べ
る
だ
け
調
理
す
る
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
が
、
食
べ
残
し
た
も
の
を

も

っ
た
い
な
い
か
ら
と
と
っ
て
お
く

の
は
菌
が
多
量
に
ふ
え
る
こ
と
に
な

り
危
険
で
す
。
も

っ
た
い
な
い
か
ら

の
も
と
に
平
等
で
あ
る

十
二
条
「
:
:
:
居
住
移
転
、
職
業
選

択
の
自
由
:
:
:
日
第
二
十
四
条
?
:
:

婚
姻
は
両
性
の
合
意
の
み
に
基
づ
い

て
成
立
す
る
:
:
:
U
第
二
十
五
条

「
:
:
:
最
低
生
活
の
保
障
:
:
:
U
な

ど
が
述
べ
ら
れ
、
同
和
対
策
は
日
本

国
憲
法
に
よ

っ
て
保
障
さ
れ
た
課
題

で
あ
り
、
同
和
問
題
を
解
決
せ
ず
し

て
日
本
の
民
主
主
義
は
あ
り
え
な
い

と
考
え
ま
す
。

こ
う
し
た
理
念
か
ら
も
、
昭
和
三

十
六
年
十
二
月
七
日
内
閣
総
理
大
臣

は
同
和
対
策
審
議
会
に
対
し
て
「
同

和
地
区
に
関
す
る
社
会
的
及
経
済
的

諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
基
本
的

方
策
」
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
、
本
審

議
会
は
、
こ
れ
を
未
解
決
に
放
置
す

る
こ
と
は
断
じ
て
許
き
れ
な
い
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
早
急
な
解
決
こ
そ

「
固
め
責
務
」
で
あ
り
同
時
に
「
国

民
的
課
題
」
で
あ
る
と
の
認
識
に
立

っ
て
対
策
の
探
究
に
努
力
し
、
昭
和

四
十
年
に
木
村
忠
二
郎
会
長
よ
り
同

和
対
策
審
議
会
の
答
申
が
内
閣
総
理

大
臣
に
提
出
さ
れ
、
昭
和
四
十
四
年

七
月
十
日
に
同
和
対
策
事
業
特
別
措

置
と
い
う
法
律
が
公
布
さ
れ
昭
和
五

十
三
年
ま
で
の
十
年
閉
め
時
限
立
法

と
し
て
制
定
き
れ
た
の
で
す
。

そ
の
法
律
の
第
三
条
に
は
国
民
の

責
務
と
じ
て
、
「
す
べ
て
の
国
民
は

同
和
対
策
事
業
の
本
旨
を
理
解
し
て

相
互
に
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
と

第
二

食
中
毒
に
注
意
し
よ
う

三

重

霊� 

:
:
:
U

と
も
に
、
同
和
対
策
事
業
の
円
滑
な

実
施
に
努
力
す
る
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い 

と
あ
り
ま
す
が
、

い
ま
こ
そ
、
全
国
民
が
同
和
問
題
と

正
し
く
と
り
く
み
、

一
日
も
早
く
差

別
の
な
い
地
域
社
会
を
築
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
勝
浦
町
会
町
民
も
こ
の

問
題
を
正
し
く
理
解
し
解
決

へ
の
努

力
を
傾
注
す
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
広
報
の
紙
面

を
借
り
て
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
や
部
落

の
歴
史
の
あ
ら
ま
し
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。

勝
浦
町
教
育
委
員
会

お
く
の
で
な
く
、
も
っ
た
い
な
い
か

ら
捨
て
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
加
熱
冷
却

菌
は
熱
に
た
い
へ
ん
弱
く
七
十
度

以
上
に
な
れ
ば
死
ん
で
し
ま
い
ま


す
か
ら
、
食
品
に
は
な
る
べ
く
火
を


通
す
こ
と
で
す
。


冷
却
し
て
も
菌
は
死
に
ま
せ
ん
が
、


繁
殖
を
防
げ
ま
す
。
繁
殖
を
防
ぐ
混


度
は
五
度 

以
下
で
す
。


食
中
毒
防
止
の
た
め
三
原
則
を
守


っ
て
暴
飲
暴
食
を
つ
つ
し
み
、
睡
眠


を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
り
、
体
力
が
低
下


し
な
い
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。


厚
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保
育
所
だ
よ
り

春
、
お
子
き
ん
を
あ
ず
か
つ
て
早

四
カ
月
。
入
所
当
時
と
ち
が
っ
て
集

団
生
活
に
も
な
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
経

験
を
か
き
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
月
号
は
保
育
の
内
容
に

ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ呆

保
育
を
大
き
く
六
つ
の
領
域
す
な

わ
ち
健
康
、
社
会
、
自
然
、
言
語
、
音
楽
、

造
形
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ー
小
さ
い
時
の
生
活
は
み
な
遊
び
で
す
。

そ
の
遊
び
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

育

を
知
り
、
幼
児
は
四
、
五
、
六
オ
と

な
る
と
六
つ
の
領
域
が
か
ら
み
あ
い

子
供
の
諸
能
力
の
発
達
が
あ
っ
て
、

未
分
化
か
ら
分
化
す
る
小
学
生
と
も

な
れ
ば
、
教
科
と
し
て
、
体
育
、
国
語
、

社
会
、
音
楽
と
い
う
よ
う
に
教
え
る

保
育
児
童
の
正
后
の
午
睡
時
間 

れ
た
基
礎
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
何

も
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
健
康
保

育
、
生
活
指
導
、
環
境
つ
く
り
が
あ

り
、
よ
い
生
活
習
慣
を
つ
け
る
家
庭

の
姿
勢
に
お
お
い
に
影
響
さ
れ
ま
す
。

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で 

と
よ
く

こ
と
わ
ざ
に
あ
る
よ
う
に
小
さ
い
時

に
つ
い
た
習
慣
は
ぬ
け
き
る
も
の
で

な
く
、
木
に
た
と
え
る
と
根
に
な
り

そ
の
上
に
茎
葉
が
出
て
お
と
な
と

な
る
の
で
す
。
根
が
し
っ
か
り
し
て

い
れ
ば
、
台
風
に
も
び
く
と
も
せ
ず

立
派
な
大
木
と
な
る
の
で
す
。

基
礎
を
つ
く
り
素
直
で
明
る
く
は

が
ら
か
な
子
に
、
何
で
も
し
よ
う
、

見
ょ
う
と
す
る
、
意
欲
の
あ
る
子
に

家
庭
と
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
幼
児

教
育
の
た
い
せ
つ
き
を
認
識
し
て
い

た
だ
き
、
毎
日
の
保
育
に
は
げ
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

生
比
奈
保
育
所 

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
幼
児
に
は
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
す
べ
て

か
ら
み
あ
っ
て
発
達
が
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
が
そ
ろ
っ
て
心
身
の
調
和

の
と
れ
た
子
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
早
く
勉
強
の
よ
く
で
き
る
子
に

と
知
能
面
ば
か
り
考
え
、
字
を
読
む

書
く
と
い
そ
い
で
も
バ
ラ
ン
ス
の
と

O
O
%

健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
に
と

検
診
率
一 

の

乳

児

検

診

乳
児
の
健
康
地
進
を
は
か
る
た
め

乳
児
検
診
に
熱
心
な

お
母
さ
ん
た
ち

去
る
六
月
二
十
五
日
、
勝
浦
町
住
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
徳
島
大
学
小
児

科
医
師
、
船
城
、
日
高
両
先
生
を
招

き
乳
児
検
訟
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
お

母
さ
ん
た
ち
の
関
心
は
意
外
に
高
く

検
診
車
一 

O
O
%
の
結
果
を
見
た
。

意
を
強
く
し
た
町
厚
生
課
で
は
、

今
後
は
乳
児
の
検
診
と
あ
わ
せ
て
離

乳
食
の
講
習
会
も
聞
く
と
張
り
切

っ

て
い
る
。

中

豪

雨

せ
ん
。

集

天
気
図
シ
リ
!
万
(
第
一
号
)

こ
と
し
も
ま
た
日
本
の
二
大
災
害

で
あ
る
台
風
と
集
中
豪
雨
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
自
然
災

害
の
ほ
か
に
大
気
や
河
川
の
汚
染
の

問
題
も
加
わ
っ
て
災
筈
自
身
も
一
層

複
雑
な
様
相
を
お
び
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
集
中
豪
雨
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ω
集
中
豪
雨
は
ど
ん
な
時
に
起
る

カ集
中
豪
雨
を
大
別
す
る
と
つ
ぎ
の

よ
う
に
、
北
の
気
流
が
主
原
因
と
な

る
も
の
と
、
南
の
気
流
が
主
原
因
と

な
る
も
の
に
わ
か
れ
る
。
集
中
豪
雨

は
台
風
、
梅
雨
前
線
、
滋
帯
低
気
圧

な
ど
に
と
も
な
っ
て
お
さ
る
こ
と
が

多
い
。実

際
に
、
集
中
豪
雨
を
予
知
す
る

~tの 寒気流 一寒気絞、雷雨
によるもの 不安定線| 

集中豪雨 一|� 
1 一台風、 ~j~ぃ糊低 
| 南の暖気流� | 畑、制1止対王

によるも の� !| 	閉塞前線、南風の
強風軸、嗣前線

に
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
す
る
こ

と
で
す
。

①
大
変
む
し
暑
く
感
じ
る
時
。
ぁ

ま
り
冷
た
く
乾
い
た
時
は
、
大
雨

に
な
る
こ
と
は
な
い
。

②
上
空
の
雲
の
流
れ
は
、
一
般
に

南
よ
り
の
時
大
雨
と
な
り
や
す
い
。

③
雨
の
降
り
か
た
が
断
続
的
で
、

と
く
に
雷
風
な
ど
を
と
も
な
っ
て

い
る
時
は
要
注
意
。

④
地
上
天
気
図
で
低
気
圧
の
動
き

が
お
そ
く
な
り
、
閉
塞
な
ど
起
し

た
時
は
大
雨
の
危
険
大
。

⑤
一
時
南
下
し
た
前
線
が
北
上
を

は
じ
め
た
時
は
、
大
雨
と
な
り
や

す
い
。

⑤
等
圧
線
が
せ
ま
く
な
っ
て
気
流

が
収
束
す
る
よ
う
な
型
に
な
っ
た

時
は
、
大
雨
が
降
り
や
す
い
。

ω
集
中
豪
雨
は
い
つ
が
多
い
か

集
中
豪
雨
の
原
因
は
、
台
風
や
前

線
が
多
い
の
で
け
っ
き
ょ
く
、
台
風

期
、
梅
雨
明
け
に
多
い
こ
と
は
明
白

で
す
。
一
九
五
五 
1
一
九
五
八
年
の

期
間
で
統
計
し
た
と
こ
ろ
、
九
月
が

圧
倒
的
に
多
く
、
八
月
、
七
月
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
こ
で
い
う
集
中
豪
雨
と

は、

二
十
五
キ
ロ
平
方
に

一
日
一 

0 

0
ミ
リ
以
上
の
面
積
雨
量
の
あ
っ
た

時
を
言
っ
て
い
ま
す
。

集
中
豪
雨
は
、
災
害
が
災
窓口
を
呼

び
起
こ
し
、
山
く
ず
れ
、
が
け
く
ず

れ
弘
ど
の
地
す
べ
り
を
起

こ
し
ま
す
。

特
に
‘
避
難
経
路
等
に
つ

い
て
は
い

つ
も
考
、
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

建
設
課
水
防
係

MUS04
テキストボックス
保育所だより

MUS04
テキストボックス
集中豪雨

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



夏
休
み
中
の
八
月
二
日
か
ら
八
月
ぴ
有
意
義
に
す
ご
せ
る
よ
う
サ
マ 
l
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勝
中
生
徒
の
熱
心
な
救
助
訓
練 

と
い
っ
て
い
る
。

考
え
る
力
、
く
ふ
う
す
る
カ
は
読

勝
中
生
徒
の
熱
心
な
救
助
訓
練

i

i
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A

P 

申
母
校
の
教
育
振
興
に
。
と

市
川
氏
か
ら
五
十
万
円

職
員
・
児
童
と
と
も
に
感
激 

る
ま
で
、
六
か
年
閉
そ
の
要
職
で
ご

あ
り
、
中
間
報
告
の
か
た
ち
で
す
が
、
先
生
方
を
対
象
に
研
究
発
表
会
を
開

県
中
学
校
体
育
大
会

勝
中
郡
代
表
で
参
加

去
る
六
月
二
十
一
日
、
市
川
裕
現

氏
(
与
川
内
出
身
、
現
大
成
プ
レ
ハ

ブ
株
式
会
社
取
締
役
副
社
長
)
が

母
校
の
教
育
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
五
十
万
円
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。

市
川
氏
は
、
大
正
十
年
三
月
、
横

瀬
小
学
校
卒
業
後
、
徳
鳥
工
業
学
校
、

福
井
高
等
工
業
ネ
校
を
経
て
大
成
建

昭
和
四
十
六
年
度
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
が
き
た
る
八
月
十
日
よ
り

十
四
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
勝

浦
中
学
校
は
七
月
十
六
日
の
郡
予
選

で
多
数
優
勝
し
次
の
と
お
り
郡
代
表

と
し
て
参
加
い
た
し
ま
す
か
ら
御
声

援
く
だ
さ
い
。
一

回
戦
は
す
べ
て
八

月
十
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

軟

式

野

球

徳

島

球

場

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

(
男
子
)

徳
中
体
育
館

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
(
女
子
)

城
南
高
体
育
館

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
(
男
子
)

徳
島
市
体
育
館

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

(
女
子
)

徳
島
市
体
育
館

卓
球
(
男
子
)
ろ
う
学
校
体
育
館

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
女
子
)

富
田
中
グ
ラ

ン
ド

サ
ッ
カ

ー

城

東

中

、
西
の
丸

剣
道 

(個
人
戦 
)
武

道

館

活
躍
さ
れ
た
郷
土
の
生
ん
だ
名
士
で

秋
の
み
か
ん
の
色
づ
く
こ
ろ
、
十

一

き
、
ご
批
判
や
お
教
え
を
い
た
だ
き

あ
る
。

月
十
三
日
(
土
)
県
下
の
小
学
校
の
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
市
川
氏
の
母
校
愛
、

郷
土
愛
の
精
神
を
生
か
す
た
め
渓
流

文
庫
の
充
実
を
は
か
り
あ
す
の
人
材

開
発
の
動
力
源
と
な
る
よ
う
計
画
を

生
比
奈
小
学
校
に
て

進
め
て
い
る
。

サ
マ 

ス
ク
ー
ル
開
校

本を読む子をつくる運動

九
日
ま
で
徳
島 

会
(
少
年
間
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し
、
八
日
間
に
わ
た

題
に
深
い
理
解
と
関
心
を
も
ち
、
若
り
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ゲ 

ム
、
歌
唱
指

さ
と
情
熱
を
打
ち
こ
ん
で
少
年
と
と
導
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

も
だ
ち
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
非
会
員
は
県
内
の
大
学
生
が
ほ
と
ん
ど

行
を
防
止
し
立
派
な
青
少
年
に
育
て
で
二
十
数
名
が
泊
り
こ
み
で
指
導
に

あ
げ
よ
う
と
青
年
た
ち
で
始
め
ら
れ
あ
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
会
員
と
町
内

た
奉
仕
活
動
を
行
な
う
団
体
)
の
主

青
年
、
婦
人
、
保
護
司
な
ど
と
座
談

催
で
、
不
規
則
に
な
り
が
ち
な
休
暇
会
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

を
児
童
と
と
も
に
楽
し
く
遊
び
、
学

水
難
救
助
に
備
え
て

親と子の2人3脚で

-11月に中開発表ー

B
B
S

B
B
S

書
す
る
子
の
中
で
し
か
育
た
な
い
。

去
る
七
月
十
四
日
、
午
前
十
時
三 

難
救
助

の
講
習
会
が
聞
か
れ
た
。

テ
レ
ビ
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
、 

7

ン
カ

分
よ
り
勝
中
体
育
館
に
お
い
て
水

講
師
を
買
っ
て
で
た
小
松
島
響
察

に
お
ぼ
れ
て
い
た
子
ど
も
が
、

い
つ

署
横
瀬
、
高
鉾
両
駐
在
所
の
湯
浅
部

し
か
、
そ
れ
ら
を
自
分
の
力
で
コ
ン

長
と
藤
原
巡
査
の
熱
心
な
指
導
に
よ

ト
ロ

ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

り
、
全
校
生
徒
「
四
三
三
名
」

と 

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
主
食
は
や
は
り

の
父
兄
た
ち
は
、
は
や
く
も
技

読
書
で
、
テ
レ
ビ

・
マ
ン
ガ
が
お
や

術
を
身
に
つ
け
こ
れ
で
水
難
救
助
に

つ
や
副
食
の
座
に
変
わ
っ
た
ら
、

子

つ
い
て
の
自
信
が
で
き
た
と
大
喜
び
。

ど
も
の
態
度
や
考
え
方
や
学
力
は
、

教
育
委
員
会
の
山
海
教
育
長
も
警

そ
れ
は
そ
れ
は
ぐ
ん
と
伸
び
る
に
ち

察
官
が
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
率
先
し

カ
い
な
い
。

て
指
導
し
て
く
れ
る
熱
意
に
深
く
感

横
瀬
小
学
校
は
い
ま
こ
の
間
題
と

謝
し
て
い
る
。

四
つ
に
取
り
組
ん
で
研
究
を
進
め
て

今
後
水
泳
が
は
じ
ま
る
ま
で
に

い
る
。
そ
の
成
果
を
問
、
つ
に
は
、
あ

管
内
小
中
学
校
は
も
と
よ
り
全
町
的

る
程
度
の
時
聞
を
要
す
る
。

に
水
難
救
助
訓
練
の
輸
を
拡
げ
た
い

，1，川裕昔日氏より寄贈を受けた図書

設
に
入
社
、
昭
和
四
十
年
五
月
取
締

役
に
ご
栄
進
、
本
年
五
月
退
社
さ
れ 

が、

幸

い
町
教
育
委
員
会
の
強
力
な
援
助
も

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝中だより　横小だより　生小だより
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U

を
テ
l
?
と
し
て
、
地


。
一
日
町
長
。
の

実
施
に
つ
い
て

次
の
要
領
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
関
係
各
位
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
「
役
場
は
、
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
か

域
の
代
表
者

(
区
長
会
会
長
)
、
背

年
、
婦
人
、
老
人
の
代
表
者
(
各
国

体
の
会
長
)
に
、

一
日
町
長
と
な
っ

て
そ
の
笑
際
を
見
聞
し
て
も
ら
っ
て
、

役
場
の
仕
事
に
対
す
る
ご
理
解
を
い

っ
そ
う
深
め
て
い
た
だ
き
、
町
民
の

み
な
さ
ん
と
、
役
場
が
一
体
と
な
っ

た
行
政
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
と

の
考
、
え
か
ら
計
画
し
た
も
の
で
す
。

二
、
実
施
の
時
期
は
、
八
月
か
ら
十

二
月
ま
で
の
五
カ
月
間
を
第

一
回
と

し
て
、
婦
人
会
、
青
年
会
、
老
人
会

区
長
会
の
順
に
適
当
な
白
を
選
ん
で

実
施
し
ま
す
。

一二、

結
果
の
公
表
は
、
役
場
の
職
員

に
対
し
て
は
、
当
日
終
了
後
感
想
、

希
望
、
意
見
な
ど
を
述
べ
て
い
た
だ

き、

一
般
に
は
、
広
報
で
お
し
ら
せ

し
ま
す
。

総
務
謀

。
?
ム
シ
に
か
ま
れ
た
時
は
す
ぐ

勝
浦
病
院
ヘ

グ

。
盆
の
診
療
に
つ
い
て

八
月
十
四
日
(
土
唱
日
)
午
前
中

の
一
般
診
療
は
休
診
い
た
し
ま
す
。

な
お
緊
急
患
者
は
当
直
医
師
が

診
療
し
ま
す
。

。
強
形
外
科
の
診
療
は
毎
週
火
噛

日
一
日
間
診
療
し
ま
す
。

毎
週
の
宿
、
日
直
医
師

月

曜

日 

太
田
院
長
(
内
科
)

仁
木
医
師 

火*' 

11 11 11 

(

H

)

松
茂

三
代 

H

(

H

)

H

(

H

)

は
、

寝
る
と
き
は
必
ず
腹
ま
き
を
す

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
せ
っ
か

く
の
夏
休
み
も
お
な
か
を
こ
わ
し
て

下
痢
で
も
し
た
ら
台
な
し
で
す
。

窓
や
間
仕
切
り
に
か
け
た
レ 
1 

2

ス
の
カ
ー
テ
ン
も
そ
ろ
そ
ろ
汚

れ
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
も
う
あ

と
わ
ず
か
の
間
だ
か
ら
と
ぷ
し
よ
う

を
せ
ず
、
こ
の
へ
ん
で
一
度
洗

っ
て
か

け
直
し
ま
し
ょ
う
。
レ

ー
ス
の
カ
ー

テ
ン
で
す
と
お
洗
濯
も
む
ず
か
し
い

も
の
で
す
が
、
最
近
の
も
の
は
樹
脂
、

加
工
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
お
う
ち
で

簡
単
に
洗
え
ま
す
。

夏
休
み
の
終
り

ど
こ
の
家
庭
で

も
夏
休
み
も
あ

と
十
目
、
一
週
間
と
も
な
る
と
、
宿
題

は
中
途
は
ん
ぱ
、
工
作
や
採
集
な
ど

ま
だ
手
を
つ
け
て
い
な
い
の
で
、
両

親
や
兄
姉
が
動
員
さ
れ
、
お
手
伝
い

さ
せ
ら
れ
て
い
る
風
景
が
み
ら
れ
ま

す
。
せ
め
て
夏
休
み
が
あ
と
一
週
間

と
い
う
と
き
ま
で
に
は
目
標
を
あ
ら

か
た
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
指
導
し
て

や
り
ま
し
ょ
う
。

土
周
波

土
用
波
が
出
で
き
た
ら
、

海
水
浴
場
は
お
し
ま
い


で
す
。
土
用
波
と
い
う
の
は
実
は
台


風
の
前
ぶ
れ
で
、
台
風
が
海
上
に
あ


る
と
き
は
、
中
心
付
近
で
で
き
た
ウ


ネ
リ
は
四
方
八
方
に
ひ
ろ
が
っ
て
い


き
ま
す
。
早
さ
は
一
一
般
の
台
風
の
早


さ
よ
り
も
は
る
か
に
早
い
の
で
、
台


風
か
ら
千
キ
ロ
も
二
千
キ
ロ
も
離
れ


た
地
方
の
海
岸
に
打
ち
寄
せ
て
大
波


を
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
が
土
用
波
と


呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
こ
れ


か
ら
の
海
水
浴
場
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん


注
意
し
ま
し
ょ
う
。

E

二
才
児
の
健
康
診
断

ぜ
ひ
う
け
ま
し
ょ
う

つ
な
の
は
ニ
オ
児
に
到
達
し
た
時
期

で
す
。
つ
い
て
は
ニ
オ
児
の
健
康
診
断

を
つ
ぎ
に
よ
り
行
な
い
ま
す
の
で
該
当

児
は
全
員
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

一
、

受

付

八

月

二
十
七
日

日

時

午

後

一
時
か
ら
二
時
ま

勝
浦
町
立
病
院
の
全
景

= 

= 

= 
三� 

太
田
院
長 

日� 土 金木�  

11" 

(

H

)

い
う
ま
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
つ

い
口
に
出
し
て
し
ま
う
こ
の
ご
ろ
の

= 

= 

= 

=

外
科
医
師 

11 

11 

心
身
と
も
に
健
全
な
子
供
に
成
長

す
る
過
程
に
お
い
て
、
最
も
た
い
せ

ニ
オ
児
の
健
康
診
断

で勝
浦
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
一一階

小
松
島
保
健
所

小
児
科
医
師

昭
和
四
十
四
年
五
月

一

日
よ
り
四
十
四
年
八
月

三
十

一
日
ま
で
の
出
生

児母
子
手
帳
ご
持
参
く
だ

さ
し

-----ーーーー手壬� 

i\~口
し季月ら
た節分せ
。の広

ご 話 報
愛題よ
読のり
く相描1 
fご を
さ量生i量 し、� tt 
o ま� 

暑
さ
で
す
。
肌
に
感
じ
る
暑
さ
は
、

今
が
一
番
で
す
が
、
天
気
は
安
定
し

湿
度
は
七
月
よ
り
も
低
く
な
る
の
で
、

気
候
と
し
て
は
む
し
ろ
し
の
ぎ
や
す

く
な
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
か
。

健

康

汗
を
か
い
て
そ
の
ま
ま
放左

っ
て
お
い
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
せ
っ
か
く
か
い
た
汗
に
こ
ん
ど

は
体
温
を
も
っ
て
い
か
れ
て
、
カ
ゼ

を
引
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
暑
さ
で

寝
ぐ
る
し
い
夜
で
も
、
風
の
吹
き
と

お
る
窓
は
き
ち
ん
と
締
め
て
か
ら
休

み
ま
し
ょ
う
。
と
く
に
お
子
さ
ん
に

二、

場
所

三
、
担
当

医
師

四
、
該
当

児

五
、
持
参

品

MUS04
テキストボックス
病院だより

MUS04
テキストボックス
季節の話題

MUS04
テキストボックス
おしらせ　１日町長の実施について

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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第� 10回
日 程 表

老
人
大
学
の

開

講

迫

※

サ

ン

ホ 

ゼ
、
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
防
除
に
は
八
月
中
旬
頃
エ
ル
サ

l

住
民
課
の

(
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
を
兼
る
場

窓
口
サ
ー
ビ
ス

卜
乳
剤

一
、

0
0 

住
民
謀
で
は
住
民
の
み
な
さ
ん
の

窓
口
を
つ
ぎ
の
と
お
り
改
善
し
、
日

開
唱
、
祭
日
(
土
嶋
田
半
日
)
に
お
い
て

も
住
民
票
の
謄
抄
本
を
発
行
す
る
こ

二 

倍
ち
桜
布
す
ぶ
。

と
に
し
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(
受
付
時
間
は
午
前
八
時
三 

分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
)

@
お
申
し
出
の
際
、
電
話
そ
の
他
の

方
法
で
一
中
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま

す
と
す
ぐ
に
準
備
が
で
き
待
時
間
を

少
な
く
で
き
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ

い

。

住

民

謀

地
区
単
位
の

交
通
安
全
コ
ン
ク
ー
ル
実
施
グ

近
年
の
交
通
量
増
加
に
と
も
な
い
、

小
松
山
同
署
管
内
に
お
い
て
も
、

一
日

と
し
て
交
通
事
故
の
発
生
し
な
い
臼

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
現
状

O
O

に
対
処
し
、
本
町
に
お
い
て
も
、
響

策
、
安
全
協
会
員
の
協
力
を
え
て
、

カ 

フ
ミ

ラ
ー
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
と
い
っ
た
施
設
、
に
力
を
い
れ
て

l

ま
い
り
ま
し
た
が
、
何
と
い
っ
て
も

町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
事
故
防
止
に

対
す
る
自
主
協
力
が
な
く
て
は
、
交

通
事
故
は
防
止
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
か
ん
が
み
、

こ
の
た
び
交
通
安
全
コ
ン
ク
ー
ル
を

聞
き
、
本
町
を
各
地
区
別
に
区
分
し
、

プ
ロ
ッ
ク
単
位
で
、
交
通
事
故
車
を

l
調
査
し
て
、
成
績
優
秀
地
区
に
は
、

町
よ
り
表
彰
状
及
び
金
一
封
を
贈
呈

O

お
誕
生
お
め
で
と
う

ン
水
和
剤
八 

倍
散
布
を
行
な
う
。

O
O

ま:fi.

海
川
澄
(
二
女
)
美
知
代

本

の
で
多
数
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま

す
。

厚

生

課

合
は
ピ
ニ
フ
ェ

0
倍
と
す
る
。
)

※

バ

訂

頬
川

12-4九
1

老
人
問
題
は
老
令
人
口
の
急
増
、

社
会
情
勢
、
家
庭
環
境
の
変
化
等
か

ら
社
会
的
重
大
課
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
は
、
園
、
県
、
町

で
は
老
人
自
ら
の
果
た
す
役
割
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
検
討
、
企
画
、
実

践
に
う
つ
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
保

健
衛
生
、
生
活
保
障
、
住
宅
、

若
い

世
代
と
の
人
間
関
係
等
問
題
は
山
梢

さ
れ
老
人
を
と
り
ま
く
環
境
は
き
び

し
い
も
舎
の
が
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
よ
り
豊

か
で
、
楽
し
い
老
後
の
生
活
の
た
め

に
と
左
記
に
よ
り
第
十
回
老
人
大
学

を
開
秘
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た

第� 2 日 第� l日 月� 

昭和� 46年� 昭和� 46年

8月� 24日 8月� 23日� |日� 

寺11

問

11 10 9 11 10 9 

12 11 10112 11 10 

結
婚
お
め
で
と
う

司」、
，

。

病
気
、
吉
虫
の
同
時
防
除
を
行

な
う
と
き
は
い
山
記
炭
薬
を
混
用
す
る

が
、
三
種
同
時
に
混
用
す
る
こ
と
は

薬
害
等
の
心
配
が
あ
る
の
で
二
種
ま

で
と
す
る
こ
と
。

※
幼
木
、
雑
柑
等
で
カ
イ
ヨ
ウ
病

発
生
め
心
配
の
あ
る
閣
で
は
、
台
風

前
後
に
銅
剤
、
ま
た
は

マ
イ
ン
ン
類

の
散
布
を
行
な
う
。

三
、
台
風
対
策

※
幼
木
は
支
柱
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
打

ち
こ
み
、
支
柱
と
校
が
接
触
し
な
い

よ
う
結
束
す
る
。

※
倒
伏
し
た
も
の
は
、
直
ち
に
引

き
起
し
を
行
な
い

、
根
元
に
盛
土
を

し
、
支
柱
を
た
て
、
倒
伏
し
な
い
よ

う
努
め
る
。

※
枝
根
の
損
傷
の
ひ
ど
い
も
の
は

て
い
ね
い
に
切
り
と
り
、
切
口
に
は

接
ロ
ウ
を
ぬ
り
、
日
焼
け
の
心
配
の

あ
る
も
の
は
石
灰
乳
を
ぬ
る
か
、
ワ

ラ
で
日
お
い
を
す
る。

※
圏
内
の
排
水
に
つ
と
め
集
水
路
、

排
水
路
の
盤
備
を
行
な
っ
て
お
く
。

ま
た
圏
内
道
路
等
の
盤
備
も
行
な
っ

お
く
や
み
申
し
ま
す

三
漢

浦

川

伊

平

坂

本

久

梢

秀

子

生

名

花

三
渓

堀

理

市開
時
党
次

一一一一一ト一一一

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

実
施
の
期
間
は
き
た
る
八
月
一
日

か
ら
十
月
三
十
日
ま
で
で
す
の
で
、

関
係
地
区
住
民
の
方
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

単
位
で
お
互
い
に
事
故
防
止
に
つ
い

て
の
反
省
と
交
通
道
徳
を
身
に
つ
け

事
故
防
止
に
最
善
の
ご
努
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

科

目� 

開

講

式

式座生

教

養

講

座

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

保

健

衛

教

養

講

開

講

に
気
を
つ
け
る
こ
と
。

二
、
病
虫
害
防
除

右 同

町住民福
祉セ ンタ

L'-，.
ヱエ

場
3~皆ホール

O
O

今
月
の

農
作
業
メ
モ


一
、
摘
果
の
仕
上
げ

六 

倍
散
布
を
行
な
う
。
さ
ら
に

七
月
に
引
き
つ
づ
き
八
月
中
に
完

了
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
下
枝
や
慎
枝
に
実
っ
て
い
る
果
実

※
黒
点
病
の
後
期
感
染
を
防
止
す

る
た
め
、
枯
枝
の
狗
除
を
徹
底
す
る

と
共
に
八
月
下
旬
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン

て

お

く

こ

と

。

産

業

課

O
O

散
布
後
二 

州
以
上
降
雨
が
あ
れ

ば
も
う
一
度
散
布
を
行
な
、
え
ば
な
お

よ
ろ
し
い
。 

¥ J  る


可基


北高

誠

一

明
子

山木

建
設
課

MUS04
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